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各地で防災意識高まり、増える防災士
～助けられる人から助ける人へ～

2026夏  思い出のアルバム

～ドキドキ・ワクワク・キラキラ笑顔～
みんなが主役の運動会



建学の精神
「神を敬し、人を愛する」

カトリックの精神に則る道徳教育を施
し、高尚なる人格の完成を期し、現代社
会が要請する有為の人材を育成すること
をもって目的とする。  （寄附行為 第３条）
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表紙『八戸三社大祭』
　およそ300年の歴史を持ち、国重要
無形民俗文化財である「八戸三社大祭」
に、八戸学院大学・八戸学院大学短期
大学部の学生37名が参加しました。
　学生たちは、開催２日目の運行にお
いて白山台山車組の引き子を体験。
伝統あるお祭りの熱気を肌で感じる、
貴重な一日となりました。

野西高

八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

ホールインワンを達成した工藤様

熊谷八戸市長より感謝状をいただきました（8/26） 懇親会・表彰式の様子

第33回八戸学院親睦チャリティーゴルフコンペを開催！

　

令
和
８
年
７
月
24
日（
金
）、「
第
33
回
八

戸
学
院
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」が
八
戸
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ

れ
１
６
２
名
が
参
加
し
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
懇
親

会
・
表
彰
式
に
も
多
く
の
方
々
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

参
加
費
を
含
め
た
収
益
金
は
、「
令
和
７

年
青
森
県
東
方
沖
地
震
に
係
る
支
援
」と
し

て
八
戸
市
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
法
官
大

会
長
か
ら
目
録
を
受
け
取
っ
た
八
戸
市
危

機
管
理
部
長
の
三
浦
隆
亨
様
は
、「
皆
様
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
八
戸
市
の
防
災
対

策
事
業
の
充
実
に
役
立
て
た
い
」と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
工
藤
幸
雄
様
が
コ
ン

ペ
初
と
な
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
す

る
と
い
う
歴
史
的
な
快
挙
も
あ
り
、
会
場

は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 令和８年度青森県高校総体スローガンで

優秀賞を受賞 【6/5】

　第79回青森県高等学校総合体育大会スローガンで優秀賞を受賞した山本
陸人さんの表彰が開会式で行われました。受賞した山本さんの感想です。

　スローガンを考える時に、「自分自身が
こうありたい」という自身の理想を込めな
がら言葉を選び、当てはめていきました。
今回、優秀賞を受賞することができ、大変
嬉しく思います。所属しているサッカー
部でも努力をして全国大会に出場し、ス
ローガンのような願いをチーム全員で達
成して、競技の歴史に学校の名前を刻める
ように頑張りたいと思います。

２年１組　山本 陸人

【受賞スローガン】
「歩み続けたその先に
　　　　　　　　叶う想い　刻む栄光」
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八戸学院地域連携研究センター主催　防災士養成講座
受講者数（延べ人数）

平成30年に始まった講座は、

令和8年9月までに延べ712人が
受講いたしました
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防
災
士
制
度
は
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
で
は
、

行
政
に
よ
る
救
援
に
加
え
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
備
え
、
地
域
で
助
け
合
う
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
考
え
の
も
と
、平
成
11
年
に
制
度
の
検
討
が
始
ま
り
、平
成
14
年
に
日
本
防
災
士
機
構
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
15
年
９
月
に
第
１
回
資
格
取
得
試
験
が
行
わ
れ
、
同
年
10
月
、
２
１
６
人
が
初
め
て
防
災
士
と
し
て

認
証
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
養
成
の
輪
は
全
国
へ
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
防
災
士
の
資
格
は
、
災
害
か
ら
自
分
と
家
族
の
命
を
守
る
「
自
助
」、
地
域
や
職
場
で
助
け
合
う
「
共
助
」、

行
政
・
企
業
・
防
災
機
関
な
ど
と
連
携
す
る
「
協
働
」
を
基
本
理
念
に
、
防
災
・
減
災
に
必
要
な
知
識
と
技
能

を
身
に
つ
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
資
格
で
す
。

　
平
時
に
は
防
災
訓
練
や
日
頃
の
備
え
、
地
域
の
防
災
活
動
を
進
め
、
災
害
時
に
は
避
難
誘
導
や
避
難
所
運

営
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
の
安
全
を
支
え
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
こ
れ
ま
で
青
森
県
に
お
け
る

防
災
士
養
成
に
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
規
模
自
然
災
害
の
発
生
時
の
み
な
ら
ず
、
平
時
の
備
え
や

防
災
意
識
の
向
上
な
ど
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
防
災
士
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
、
北
東
北
に
お
け
る
防

災
教
育
及
び
研
究
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
向
上
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
４
月
１
日
に
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
推
進
室

が
八
戸
学
院
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
推
進
室
で
は
、

　
❶
防
災
士
の
養
成

　
❷
防
災
訓
練
・
地
区
防
災
計
画
の
策
定
支
援

　
❸
学
校
等
に
お
け
る
防
災
教
育
の
推
進

　
❹
本
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

　
❺
避
難
所
運
営
教
育
の
実
施

　
❻
国
外
の
災
害
と
災
害
支
援
を
通
じ
た

国
際
理
解
教
育
の
実
施

　
❼
健
康
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
❽
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
支
援

と
い
う
８
つ
の
機
能
を
持
ち
な
が
ら
、
特
に
防

災
士
の
育
成
に
つ
い
て
力
を
入
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
八
戸
学
院
大
学
と
む
つ
市
は
７
月
３
日
（
金
）、
地
域
に
お

け
る
防
災
力
向
上
を
目
的
と
し
た
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
防
災

士
の
養
成
及
び
育
成
に
関
す
る
連
携
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
む
つ
市
役
所
本
庁
舎
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
内
の
災
害
対
策
本

部
室
で
行
わ
れ
た
締
結
式
で
、
本
学
の
小
林 

眞
学
長
と
む
つ

市
の
山
本
知
也
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　11月７日（土）・８日（日）、八戸学院大学・八戸学院大学
短期大学部を会場に「第14回防災士養成講座」を開催します。

　防災のリーダーとなる市民が増えることは、
非常に防災力が高まると思う。市としてもで
きる支援を続けていきたい。

　
７
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）、
下
北
文
化
会
館
で
む
つ
市

で
は
初
と
な
る
防
災
士
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
災
害

発
生
の
し
く
み
や
３
つ
の
基
本
理
念
（
自
助
・
共
助
・
協
働
）、

救
急
救
命
講
習
な
ど
を
２
日
間
に
わ
た
り
学
び
ま
し
た
。

　
講
座
の
最
後
に
は
防
災
士
資
格
取
得
試
験
を
行
い
、
む
つ
市

内
の
中
学
生
１
名
を
含
む
60
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
い
ま
の
大
学
生
は
、
地
域
社
会
と
つ
な
が
り
を
持
と
う
と
し

て
も
、
何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
防
災
活
動
が
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
、
本
学
で
防
災
士
養
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
防
災
を
学
ぶ
時
は
、
地
域
の
こ
と
を
詳
し
く
知
り
、
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
を
考
え
ま
す
。
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
た
学
生
が
、
地

域
の
人
た
ち
と
つ
な
が
り
活
動
し
て
い
け
ば
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
る
学
生
は
、
災

害
時
に
た
く
さ
ん
の
人
を
助
け
ら
れ
る
可
能
性
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　大船渡市の要請を受け、12月12日（土）・13日（日）、
三陸公民館を会場に「防災士養成研修」を開催します。

八戸学院
地域連携研究センター

センター長
福 田　弥 夫

八戸学院大学
地域共創学部
地域共創学科

特任准教授
井 上　 丹

むつ市長　山 本　知 也 氏

　狙いは「地域の防災力向上」。自治体と組ん
で協定を結び、連携をしてやれるという形が
できたことはすばらしい。

八戸学院大学　学長　小 林　 眞
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2026 夏  思い出のアルバム

八戸三社大祭

八戸小中野祭り

八戸七夕流し踊り

八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部「ボランティア活動・引き子体験」

八戸学院光星高等学校「熱中症対策講座」八戸学院野辺地西高等学校「お祭りに参加」

　６月２日（火）、本校体育館において、普通科スポーツ科学コースの生
徒を対象に熱中症対策講座が行われました。講師に大塚製薬株式会社
東北支店青森出張所の中島義文氏をお招きし、熱中症に対する危機管理
意識の醸成と、命を最優先する実践的な行動ができるようになることを
目的に、熱中症に対する正しい知識と予防行動を学びました。
　また、同社が主催した「熱中症対策標語コンテスト」の表彰式も行われ、
最優秀賞や学校長賞、大塚製薬賞などの受賞者とその標語が紹介される
など、暑くなる前に熱中症について考える良い機会となりました。

【最 優 秀 賞】 マイボトル　家族の分も　詰める朝
２年Ｆ組　佐藤 大雅

【 優 秀 賞】 サボりじゃない　ヤバいの前に　すぐ休憩
１年Ｆ組　久慈 夢來

【学 校 長 賞】 水分補給　守る命と　家族の笑顔
２年Ｆ組　長谷川 蓮

【大塚製薬賞】 暑い日は　気づく心が　家族愛
２年Ｅ組　佐藤 璃介

海のフォトブース うちわ作りコーナー 先生と一緒に盆踊りしたよ

電車で鮫駅に到着！ 国の天然記念物「蕪島」で記念撮影 お友だちも海の生き物に!!

八戸学院
幼稚園

「星の子祭」
催し物がたくさん！

聖アンナ
幼稚園

「年長児園外保育」

かっこいいカブトムシ

こんな思い出も…

園庭でボディペインティング きゅうり大好き！

第二
しののめ
幼稚園

「園内活動の様子」

のへじ祇園まつり※詳しくは、特集ページを
　ご覧ください（P8-9）

海でカニ釣りに挑戦
夏といえばスイカ割り

！

夏の風を感じながら
シャボン玉あそび
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写真提供：東奥日報社

八戸学院野辺地西高校

野西高組が魅せた感謝の運行「のへじ祇園まつり」
感謝の思いを込めて、「野西高組」最後の運行
　伝統ある「のへじ祇園まつり」に八戸学院野辺地西高等学校（当時は光星学院野辺地西高等学校）が参加するようになったのは、平成12年
が最初でした。当時の新聞記事を見ると、「自慢の山車完成したぞ『初陣』の野辺地西高」という見出しと共に、山車前で胸を張る生徒の写
真が掲載されています。生徒有志30人が中心となり、「枇杷野夜泣き石」（野辺地町に伝わる民話）を題材に山車を製作しました。後ろの見
返しは町のシンボルである常夜燈であり、郷土色あふれる力作でした。以降、山車を製作し、お祭りに参加することは野辺地西高校の伝統
となりました。平成29年からは学校行事として「野西高組」に全校生徒・教職員が参加するようになりました。地域を盛り上げたい、地域の
方々に喜んでいただきたいという思いを胸に「野西高組」は先輩から後輩へと受け継がれてきました。
　令和９年４月に校舎を五戸町に移転し、校名も「八戸学院ひばり野西高等学校」に変更となることが決まり、今年度は「野西高組」として
最後の参加となりました。これまでの感謝の思いを込めて、山車後ろの見返りには「創立から54年間ありがとうございました」の文字を掲げ、
町の方々からは、「野西、がんばれ！」、「今までありがとう」と多数の声援をいただき、多くの方々が本校の山車と感謝のメッセージを名残

惜しそうに撮影している姿が印象的でした。お祭り当日は、
法官理事長夫妻も応援に駆けつけてくださり、生徒とともに
山車の運行をお手伝いいただきました。恒例となっている保
護者の方々によるＰＴＡ給食支援も実施されました。多くの
人たちに支えられ、最後の山車合同運行を無事に終えること
ができました。
　これまで、八戸学院野辺地西高等学校「野西高組」として紡
いできた歴史や伝統、卒業生や保護者の思いは、「ひばり野西
高等学校」の中の「野西」という文字に受け継がれ、新しい歴
史を刻んでいくことになります。

　今回の山車製作で大変だった点は、どの角度から見ても違和感がないようにすることで
した。桜や紅葉の花びらをきれいに見えるようにすることや、岩や馬の影の濃淡、向き、
配置を最も格好良く見えるように工夫しました。岩は製作時間が短い中で、土台作りから
色を付けるまで苦労しました。馬は筋肉の見え方をどの角度から見ても迫力あるものにす
ること、本当に動き出すような躍動感を再現することが難しかったです。今年、初めて山
車作りの中心として携わることができたので、難しいこともたくさんありましたが、「野西」
として最後の山車を仲間や先生方と協力して作ることができ、本当に幸せな時間でした。
　祭り当日は、町の方々が山車を見て写真を撮ってくださったり、褒めてくださったりし
たことがとても嬉しかったです。

３年　中村 　仁

　今年度は「野西高組」として参加する最後の祇園まつりでした。私はこれまで神楽の経
験しかありませんでしたが、今年は初めて祇園の太鼓に挑戦しました。曲を覚えることに
苦戦しましたが仲間と協力して練習をし、２曲を覚え、大きな声を出しながら演奏できる
ようになりました。
　本番では、「野西高組」が最後の出陣ということもあり、町民のみなさんに「頑張れ！」、「あ
りがとう！」などの言葉をいただきました。その言葉を聞いて、これで最後だということ
を改めて実感し、少し寂しい気持ちになりました。それでも、全校生徒の笑顔を届けられ
たのは嬉しかったです。また、町民のみなさんの笑顔を見られたことも非常に嬉しかった
です。私は野辺地町在住なので、来年も「のへじ祇園まつり」に参加していきたいです。

３年　中村 瑠唯

平成22年度「壇ノ浦の合戦」平成27年度「風流 義経八艘飛び」平成30年度「江戸町火消 辰五郎」

先
輩
か
ら
後
輩
へ

受
け
継
が
れ
た「
野
西
高
組
」令和５年度「弁慶引き摺り鐘」令和７年度「石田三成おもてなし『三献茶』」令和８年度「感謝のメッセージ」
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　八戸市中心街で開催された「八戸小唄流し踊り」に、本学こども教育学科・介護
福祉学科の１・２年生と教員、総勢 159 名が参加しました。
　当日は、色鮮やかな浴衣に身を包み、お揃いの手ぬぐいとうちわを手に踊り
を披露しました。はじめは緊張した表情も見られましたが、次第に弾けるよう
な笑顔が溢れ、息の合った素敵な演舞を繰り広げました。沿道の観客の皆様か
ら大きな拍手が送られ、学生たちは深い達成感に包まれていました。
　沿道から温かいご声援をいただき、誠にありがとうございました。来年度も皆
様に素敵な踊りをお届けできるよう、しっかりと準備を進めてまいります。

　本学こども教育学科の学生が、地域の自然を生かした実践的な学びの一環と
して「砂浜彫刻」に取り組みました。当日は恵まれた天候のもと、ゼミごとに分
かれて作業を開始。今年度のテーマ「子どもが喜ぶ〇〇」に合わせ、バースデー
ケーキや人気キャラクターなどを表現しました。学生たちは貝殻や流木をあし
らうなど試行錯誤を重ね、全員で協力しながら作品を完成させました。

　学生が県内企業や仕事に対する理解を深めることを目的とし
て、インターンシップマッチング会を開催しました。
　当日は 33 名の学生が参加し、15 社の企業ブースを回りながら、
企業情報やインターンシップの内容などに耳を傾けていました。
参加した学生にとっては、就職活動を視野に入れるとともに、県
内企業の知見を深める有意義な機会になりました。
　この取り組みは、青森県の県内定着促進事業の一環であり、今
後も「社長秘書体験」や、学生の視点で県内企業を取材する「学生
リポーター活動」などが予定されています。

　八戸市が主催する学生向けの「物流関連企業見学バスツアー」
が開催され、本学の学生９名が参加しました。
　このツアーは、八戸地域の物流現場への理解を深めるために
企画されたもので、学生たちは八戸貨物駅（日本貨物鉄道株式会
社）や八戸港フェリーターミナル（川崎汽船株式会社）など４ヵ所
の物流関連企業を巡り、業界の現状を学びました。
　参加した学生からは「日常の暮らしを支える物流の重要性を実
感した」などの感想が聞かれ、実りある見学会となりました。

　本学と青森県内をエリアとする国際ロータリー第 2830 地
区は、奉仕の理念の浸透と大学教育の充実、そして地域社会
の発展と人材育成への貢献を目的とした「教育連携に関す
る協定」を締結しました。学生会館で行われた締結式では、
小林 眞学長と成田俊介ガバナーが協定書に署名を取り交
わしました。
　本協定に基づき、令和８年度秋学期（９月中旬〜）より、本
学地域共創学部地域共創学科の２年生以上を対象とした寄
付講座「金融経済論（サブタイトル：けっぱれ金融経済論）」
が開講されます。講座は全15回（週１回・各90分）実施され
る予定で、県内のロータリークラブに所属する企業の経営者や実務家が講師として登壇し、第一線の知見や最新の専門分
野について講義を行います。
　締結にあたり、小林学長は「企業の第一線で活躍する方の生の声を聞く貴重な機会にしたい」と期待を寄せ、成田ガバ
ナーは「学生にリーダーシップの大切さを学んでほしい」と抱負を語りました。なお、同地区による県内大学との連携協
定締結は２例目となります。
　今後、具体的な開講日程や講義内容の協議を進め、地域の未来を担う実践力豊かな人材の育成に取り組んでまいります。

「八戸小唄流し踊り」に参加しました！ 【7/17】

豊かな自然を生かした
実践的学び「砂浜彫刻」に挑戦！ 【6/19】

インターンシップマッチング会 【6/10】

「物流関連企業見学ツアー」に参加 【7/9】

国際ロータリー第2830地区が教育連携協定を締結
〜地域未来の人材育成へ、秋学期より実務家による寄付講座を開講〜 【7/22】

大　学

大　学

大　学

短　大

短　大

　地域のお祭りに参加できたことをうれしく思います。友達と一緒に参加した
ことで、緊張しながらも楽しく踊ることができました。流し踊りの練習は大変
でしたが、本番では多くの人が応援してくれたので頑張ることができました。
踊り終わった時はほっとして、みんなで飲んだ冷たい飲み物がとてもおいしく
感じられました。日本の文化に触れることができた貴重な経験になりました。

介護福祉学科１年　セルサ・オリフィア
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光星高

光星高

光星高

八戸学院 TOPICS

　３年次を対象とした進路ガイダンスが開催されました。
　普通科の生徒は、興味のある進路先を２つ選択し、将来の自分のあるべき姿
について研修をしました。また、オンラインガイダンスでは、愛知県や大阪府、
北海道等の大学の説明を熱心に聞いている生徒の姿が印象的でした。
　保育福祉科の進学を希望する生徒は、八戸学院大学短期大学部の先生方から受験
の流れなど専門的な説明を受け、系列校進学の情報を習得することができました。
　就職希望者は、市内の企業で人事を担当している方から志望理由書の書き
方や、面接のポイントについて講義を受け、自衛隊希望者は、現役の自衛官の
方から実践問題の演習について解説をしていただきました。
　生徒たちは自分の進みたい上級学校や専門分野の先生や担当の方々の説明を熱心に聞き、約 50 のブースで積極的に対話
する姿が見られました。

　第 108 回全国高校野球選手権青森大会に、本
校硬式野球部の４名が上北連合チームの一員
として出場しました。４名全員がチームの主
力としてスターティングメンバーに名を連ね、
１回戦は柏木農業高校と五所川原工科高校の
連合チームに２対１で勝利しました。９回１
失点10奪三振と力投した一ノ渡波琉斗さんは、

「踏ん張るピッチングができた。競り勝つこと
ができて嬉しい」と連合チームとしての価値ある１勝に頬を緩めました。２回戦は惜しくも敗れましたが、「八戸学院ひば
り野西高校」へ校名変更前の最後の夏に、力を合わせて奮闘する姿は多くの感動を与え、多数のマスコミにも取り上げて
いただきました。

　「花で笑顔の輪を広げよう！プロジェク
ト」の一環として、今年も野辺地町ロータ
リークラブ様よりマリーゴールドの苗をい
ただきました。１年次とロータリークラブ
メンバーの方々と合同で植栽作業を実施し、
色鮮やかなマリーゴールドが植えられたプ
ランターを生徒玄関前に並べました。設置
後も１年次を中心に水やりを当番制で実施
しています。生徒からは「水やりや雑草取りを継続して、来校者の方にきれいな花を見ていただきたい」という声がありま
した。野辺地ロータリークラブの皆様、本当にありがとうございました。

　八戸学院大学地域共創学部特任准教授の井上 丹先生を講師にお招き
し、「災害の被害に遭わない心構え」をテーマに防災教室を実施しまし
た。講義の中では、地震などの身近な災害に備えるために、ワークシー
トを活用しながら「その時どうする？高校生の防災判断力チャレンジ」
に挑戦しました。生徒たちは、災害時に最初にとる行動や防災持ち出
し袋の中身についてなど、ワークを通していざという時の知識を深め
ることができました。また、講義の中で紹介された「防災士」の資格に
ついて、八戸学院大学の養成講座を受講してみたいという意欲的な声
も多く聞かれました。

　命の尊さと性に関する正しい知識を得ることを目的に、性教育講演会が行
われました。講師に、苫米地レディースクリニックの苫米地 怜先生をお招き
し、多感な時期を迎えた１年次を対象に、心身の機能の発育発達や、性感染症
の予防と子宮頸がんワクチン接種の重要性や自分や他者の価値を尊重し、相
手を思いやる心を育むことが大切であることを性の違いから学びました。
　講演を聞いた生徒からは、｢中学校で学んだ知識を更に深めることができた。
ワクチン接種について家族と相談し、自分の身体を大切にしたい。｣や「大人に
なる準備として、性に対するリスクや相手の気持ちを理解し、適切な判断がで
きるようになり、将来パートナーが不安を抱えている時に、支えられるような
人間になりたい。」などの感想がありました。
　今回の講演会は、現在の思春期という発達段階における自分の体と健康について、科学的な知識と倫理的な面や人間関係
の重要性を学ぶ貴重な機会となりました。

　ＰＴＡ会員の皆さまのご協力により、朝の一声運動が行われました。今年も朝
の忙しい時間帯に多くの会員の皆さまにご尽力いただき、心より感謝申し上げます。
　声をかけられた生徒たちは、普段とは違う光景に戸惑いながらも、笑顔で挨
拶を交わしていました。１日のスタートが挨拶から始まる習慣が確立するこ
とで、明るく笑顔あふれる学校になっていくことを願っております。
　また、会員の皆さまが生徒の登校時に安全な見守りをすることで、マナーの
向上にもつながっています。家庭と学校が連携したこの取り組みが、生徒を育
む効果的な活動となりました。

３年次を対象にした進路ガイダンスを開催 【6/30】

硬式野球部、最後の夏 【7/8・14】

環境美化活動でマリーゴールドを植栽 【6/9】

防災教室でいざという時の知識を深める 【6/16】

命の尊さを学ぶ性教育講演会を実施 【7/6】

PTAの一声運動、挨拶の習慣化とマナーアップ 【6/23・24】

野西高

野西高

野西高

　私が希望する大学の入試課の方と直接お話ができ、これからの学習計画にとても大きな流れができました。小論文の過去問
を見ながら直接アドバイスをいただき、大学受験に対する心構えが高まったと同時に合格に向けての方向性が見えてきました。

３年L組　菅原 真心粋

　今回の環境美化活動を通して、友人と協力することや地域の方々と交流して環境の大切さを学ぶことができました。
朝の登校時に生徒玄関前の花が目に入ることで、一日の雰囲気や気分を良くする効果があると思います。みんなで植
えた頑張りを思い出しながら日々の学校生活を頑張っていきます。

１年２組　立花 愛絆
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八戸学院幼稚園

八戸学院第二しののめ幼稚園

ワクワク、ドキドキのお泊まり会！

水遊びのリクエストは「ウォーターバトル」

　今年度も7月25日（土）・26日（日）の二日間の日程で、年長
クラスのお泊まり会を実施しました。当日は雨が心配な空
模様でしたが、集合時間には心配顔の園児も含めてみんな元

気に登園してきました。
　今回も盛りだくさんの
体験プログラムを用意し、
まずは夕食のカレー作り
です。園児たちは、お米
を研いだり、材料を切っ
たり、「美味しくなぁ～れ」
の魔法の言葉を唱えなが
ら、一生懸命頑張ってい

　暑い日が続く中、水を浴びて元気を取り戻す子ど
もたち。プールの水が温かくなると、温泉みたい！
とリラックスしながら水に浸かる日もありました。

八戸学院聖アンナ幼稚園
音がする？南極の氷の不思議

　先日、子どもた
ちと一緒に特別な
体験をしました！
なんと、幼稚園に
本物の南極の氷が
届いたんです。
　さっそく子ども
たちに南極大陸に
ついてお話しをし

た後、氷をじっくり観察しました。見た目は普通の氷より
白っぽく、手で触れるとツルツルとしています。グラスに
水を注いで、その中に南極の氷を入れると、パチパチと小

　親子レクリエーションで行ったウォーターバト
ルが楽しかったようで、また、やりたい！のリク
エストに応え、今年度のプール遊びは子どもたち
が持参した水鉄砲で、「ウォーターバトル」を繰り
広げています。お友だちとのバトルだけではなく、
子どもたちが力を合わせて先生たちにもたくさん
水攻撃をする場面も！
　今年の夏
は、大 人 も
子どもも全
力で水遊び
を楽しみま
した。

八
戸
学
院
聖
ア
ン
ナ
幼
稚
園

　
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム（
基
金
）研
究
等
補
助
金
の
交
付
を
得
て
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
研
究
そ
し
て
学
会
発
表
～

ました。研いだお米を飯盒に入れ、パパ親クラブのお父さん
が悪戦苦闘しながら、美味しいご飯を炊いてくれました。そ
の後、種差少年自然の家の先生の指導による「木の実のキャン
ドルスタンド」の制作です。園児たちはお話をよく聞きなが
ら熱心に取り組み、完成したスタンドのロウソクに火を灯す
ととてもきれいで、みんなキラキラした目で眺めていました。
　ほかにも恒例の鍛冶町附祭若者連の山車小屋訪問とお囃子
体験、スイカ割り体験
や花火大会、そしてフ
ワフワお化けやミイラ
男に遭遇した幼稚園探
検など、多くの思い出
ができたようです。

さな音が聞こえました。「なんで？」と不思議がったり「炭
酸みたい！」と驚いたりする子どもたち。南極の氷は、長
年降り続いた雪が押し固められてできたもので空気を多
く含んでいるため、水の中に入れて氷が解ける時に閉じ込
められていた空気が外に弾け
出る音だと子どもたちに伝え
ました。
　これからも子どもたちの好
奇心を大いに刺激するような、
ワクワクする体験との出会い
を大切にしていきたいと思い
ます。

1415



八戸学院
聖アンナ幼稚園 6/6

土曜日

八戸学院
第二しののめ幼稚園 6/27土曜日

～ドキドキ・ワクワク・キラキラ笑顔～

　園庭で開催予定でしたが、あいにくの雨のため園舎内でレクリエーション
を行いました。さまざまなゲームでシールラリーを楽しんだほか、年長児に
よる「箱積み競争」では、作戦を立てながら高く高く箱を積み上げて競い合
いました。園内をいっぱいに使い、園児をはじめ保護者の皆様、ご祖父母様、
ご兄弟姉妹の皆様と、みんなで大いに盛り上がった一日となりました。

　天候に恵まれ開催された運動会。今年は「親子レクリエーション」と題して、それぞれの競技を親子で楽しみながら、一緒
に運動する体験を通し、家族の絆を感じられる時間にすることを狙いとして内容を考えました。
　園児はもちろん、保護者や卒園児も参加して一緒に同じ体験を楽しみ、最後まで大いに盛り上がった一日でした。

八戸学院幼稚園 6/20
土曜日

　運動会の朝、ドキドキの表情でグラウンドに集まった子どもたちでし
たが、すぐにキラキラ笑顔に早変わり！張り切って競技に向かう子ども
たちの姿に、保護者の皆さんからも温かい声援と拍手が湧き起こってい
ました。園児だけではなく、未就園児や小学生、保護者レースも大盛り
上がり！みんなの笑顔が溢れる一日になりました。

力を合わせて頑張るぞ！！

青空の下、ラジオ体操で準備開始！

運動会、はじまるよ～♪「元気いっぱいガンバルぞ、エイエイオー！」

ぼくたちのかっこいい姿みててね！！親子ウォーターバトル！みんなでびしょぬれ！！

年長リレー「絶対負けないぞ！」

バルーン競技「花火」大成功！！ゴルフって、なかなか難しい…

サッカーボーリングで全部倒せるかな？

作戦どおり積み上げるよ！

お父さんやお母さんと仲良くフォークダンス

組体操、かっこよく決まったね！

パパ・ママたちも追いつけ追い抜け～！
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歴史を紡ぐ-記念誌が語る歩み-

　

残
念
な
が
ら
、
本
誌
企
画
準
備
の
た
だ

中
で
、
最
後
ま
で
せ
ぼ
ね
の
た
わ
む
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
故
理
事
長
は
、
刊
行
実

現
の
直
前
に
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
う
い
う
不
幸
に
も
め
げ
ず
、

故
理
事
長
の
意
志
を
継
承
し
た
編
集
委
員

一
同
は
、
さ
さ
や
か
な
創
刊
号
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
に
各
位
の
前
に
呈
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
後
略
）」（
編
集
後

記
よ
り
）

　

創
刊
号
は
、
故
中
村
由
太
郎
先
生
の
学

院
葬
の
様
子
が
記
録
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
学
校
建
設
の
業
績
と
共
に
学
院

創
設
が
地
域
活
性
化
に
大
き
な
意
味
を

持
っ
た
こ
と
が
、
有
識
者
は
じ
め
地
域
の

人
た
ち
の
声
と
多
く
の
人
た
ち
の
思
い
が

編
ま
れ
て
い
る
。

＝
晨
を
め
ざ
し
て
＝

　

光
星
高
校
が
35
周
年
を
迎
え
て
、
大
々

的
に
記
念
誌
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。
初
め

て
の
法
人
全
体
に
係
る
記
念
誌
編
集
作

　

学
校
法
人
光
星
学
院
は
間
も
な
く
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

地
域
の
学
校
と
し
て
、
教
育
の
機
会
均

等
と
実
学
教
育
を
掲
げ
て
創
設
さ
れ
、
多

様
な
学
び
と
、
個
性
尊
重
の
教
育
の
場
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
学
園
構
想
の
夢
を
描
い
た
中

村
由
太
郎
初
代
理
事
長
の「
立
体
的
学
園

構
想
」は
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
が
、こ
れ
ま
で
の
学
校
経
営
・
運
営
の
記

録
が
つ
づ
ら
れ
た
記
念
誌
を
紹
介
し
た
い
。

＝
樹
　
海
＝

　

初
め
て
光
星
学
院
の
こ
と
に
つ
い
て
編

集
さ
れ
た
の
は
、
１
９
８
３
年
に
発
行
さ

れ
た
法
人
誌「
樹
海
」で
す
。
高
等
学
校
が

創
設
さ
れ
、
幼
稚
園
が
作
ら
れ
短
期
大
学

が
創
設
さ
れ
法
人
の
建
学
の
精
神
と
学
校

建
設
の
夢
が
一
歩
実
現
に
近
づ
い
た

こ
ろ
で
し
た
。
法
人
誌
創
刊
号
に
携

わ
っ
た
教
職
員
の
意
気
込
み
を
編
集

後
記
に
探
っ
て
み
ま
し
た
。

　
「
法
人
誌『
樹
海
』は
、
故
中
村
由
太

郎
理
事
長
が
生
前
に
企
画
提
起
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

故
理
事
長
が
一
代
で
築
き
上
げ
更
に
躍

進
を
続
け
る
学
校
法
人
光
星
学
院
と
い

う
巨
木
を
、
民
度
未
開
の
地
と
さ
え
い

わ
れ
た
八
戸
地
方
を
開
墾
し
、
植
え
育
て

あ
げ
た
そ
の
全
貌
、
そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、

そ
の
動
静
を
広
く
内
外
の
人
々
に
紹
介
し
、

共
鳴
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
た
い
と
い
う
念
願
か
ら
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

業
は
、
深
夜
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
何
度
も

あ
っ
た
。
資
料
収
集
の
困
難
さ
、
過
去
に

さ
か
の
ぼ
る
検
証
作
業
、
そ
し
て
文
章
の

草
案
。
出
版
業
者
と
の
一
体
感
は
強
み
で
、

完
成
発
行
の
時
は
一
同
達
成
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

表
紙
は
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
臙
脂
。
未

来
へ
の
夢
実
現
を
追
求
し
て
い
く
意
思
を

表
し「
晨
を
め
ざ
し
て
」と
題
し
た
。
編
集

後
記
を
改
め
て
読
む
と
、
関
わ
っ
た
者
と

し
て
一
入
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
「（
前
略
）こ
の
本
校
三
十
五
年
の
足
跡

を
辿
る
と
い
う
作
業
は
、
編
集
と
い
う
経

験
の
無
い
私
ど
も
に
と
っ
て
、
困
難
を
極

め
、
遅
々
と
し
た
も
の
で
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
本
校
の
発
展
の
歴
史
と
し
て
記

録
を
と
ど
め
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お

い
て
鋭
意
努
力
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
そ

の
責
務
を
十
分
果
た
し
得
た
か
ど
う
か

い
さ
さ
か
の
不
安
が
あ
り
ま
す
。
恐
ら

く
、
編
集
の
未
熟
さ
か
ら
く
る
内
容
、
表

記
、
そ
の
他
細
部
に
わ
た
り
、
ご
指
摘

の
点
は
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
他
に
比
す
る
と
こ
ろ
僅
か
に

三
十
五
年
の
歩
み
で
す
が
、
お
陰
様
で

三
〇
〇
頁
を
超
え
る
厚
さ
に
ま
と
め
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
中
略
）時
、

奇
し
く
も
昭
和
か
ら
平
成
の
時
代
に

変
わ
り
ま
し
た
が
、
今
後
こ
の
記
念

誌
が
本
校
三
十
五
年
の
歴
史
に
関
わ

る
人
々
の
目
に
触
れ
る
時
、
多
く
の
ご
指

摘
、
ご
自
愛
、
ご
教
示
を
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
光
星
学
院
高
等
学
校
の「
晨
」

が
拓
か
れ
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。」（
編

集
後
記
よ
り
）

　

こ
の
記
念
誌
に
つ
い
て
当
時
の
中
村

キ
ヤ
理
事
長
は
、「
心
を
尽
く
し
て
神
を

た
た
え
よ
」と
題
し
た
挨
拶
で
、「（
前
略
）、

今
創
立
35
周
年
記
念
誌
を
目
前
に
し
て
、

感
慨
一
入
深
く
、
胸
を
打
た
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
本
校
は
こ
の
間
一
度
も
記
念

式
典
を
挙
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
年
目
は
、

自
動
車
科
を
始
め
と
し
て
教
育
の
多
様

化
に
踏
み
切
り
、
生
徒
数
も
千
名
台
か
ら

二
千
名
台
へ
と
増
加
し
て
内
部
成
長
に

多
忙
で
あ
り
、
二
十
年
目
は
、
八
戸
短
期

大
学
を
皮
切
り
に
野
辺
地
工
業
高
等
学

校
、
幼
稚
園
、
専
門
学
校
、
八
戸
大
学
と
、

外
へ
の
発
展
に
掛
か
り
切
り
、
そ
し
て

三
十
年
目
は
、
創
業
者
中
村
由
太
郎
理

事
長
の
他
界
と
い
う
事
で
、
い
ず
れ
も

機
会
を
失
っ
て
来
た
も
の
で
す
。

　

本
校
が
、
初
代
理
事
長
の
配
下
に

あ
っ
た
二
十
七
年
間
の
八
十
％
の
歳

月
は
私
が
校
長
を
務
め
ま
し
た
。
私

が
校
長
を
去
っ
て
五
年
、
川
村
良
三
校
長

を
先
頭
に
し
て
、
教
職
員
、
在
校
生
及
び

父
兄
三
、五
九
一
名
の
誠
意
の
限
り
を
尽

く
し
て
、
こ
こ
に
創
立
三
十
五
周
年
記
念

式
典
が
計
画
立
案
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

絶
句
し
て
た
だ
立
ち
つ
く
す
の
み
で
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

創
立
以
来
三
十
有
余
年
を
顧
み
る
時
、

旧
約
聖
書
シ
ラ
書
に
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す

が
、『
私
は
今
、
主
の
業
を
思
い
浮
か
べ
私

の
見
た
所
を
詳
し
く
語
ろ
う
。
主
の
言

葉
に
よ
っ
て
御
業
は
成
り
、
御
旨
の
ま
ま

に
定
め
が
実
現
し
た
…
』と
い
う
思
い
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。（
中
略
）あ
の
時

あ
の
先
生
が
い
な
か
っ
た
ら
あ
の
問
題
は

解
決
で
き
な
か
っ
た
、
そ
の
時
そ
の
父
兄

の
支
援
な
く
し
て
そ
の
困
難
は
乗
り
切
れ

な
か
っ
た
、（
中
略
）語
る
に
は
余
り
あ
る

数
々
の
苦
心
談
が
あ
り
ま
す
。
光
星
学

院
の
三
十
五
年
史
は
、
こ
れ
に
関
わ
っ
た

人
々
一
人
残
ら
ず
全
員
の
尊
い
生
命
の
燃

焼
に
よ
る
積
み
上
げ
で
あ
り
ま
す
。」

　
「（
前
略
）同
窓
会
名
簿
が
物
語
る
よ
う

に
、
一
万
、二
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
卒
業

生
を
輩
出
し
た
歴
史
に
は
重
く
深
い
も

の
が
あ
る
。
傑
出
し
た
豊
富
な
人
材
、
世

界
に
羽
ば
た
い
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
そ
し

て
何
よ
り
も
母
校
の
た
め
に
と
卒
業
生

が
そ
の
特
技
と
優
れ
た
技
能
を
も
っ
て

造
り
あ
げ
た
光
星
会
館
は
、
本
校
の
歴
史

の
象
徴
と
し
て
誇
ら
し
げ
に
胸
を
張
っ

て
い
る
。（
中
略
）い
か
な
る
時
代
に
あ
っ

て
も
教
育
は
普
遍
の
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
生
徒
一
人
一
人
の
個
性
を

磨
き
、
適
正
を
伸
ば
す
光
星
学
院
高
等
学

校
の
教
育
方
針
、
ま
た
新
た
な
る
一
歩
を

確
実
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。」と

い
う
理
事
・
学
長
・
校
長
・
役
員
幹
部
の

座
談
会
か
ら
学
院
発
展
の
気
概
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

＝
エ
コ
ト
ー
ン
の
森
＝

　

最
新
版
の
記
念
誌
発
行
は
、
平
成
29
年

11
月
12
日
発
行
の
、「
エ
コ
ト
ー
ン
の
森

へ
」、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は「
立
体
的
総
合
学

園
構
想
60
年
の
軌
跡
」と
題
し
て
、
法

人
60
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
く
つ
か
の
事
業
の
中
に
、
記
念
誌

作
成
が
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
編
集

後
記
は『
約
束
さ
れ
た「
邂
逅
」へ
と
題

さ
れ
て
茂
木
典
子
先
生
が
記
し
ま
し
た
。

　

学
校
法
人
光
星
学
院
創
立
60
周
年
記

念
誌
の
タ
イ
ト
ル
は
＝
エ
コ
ト
ー
ン
の

森
へ
＝
で
す
。
エ
コ
ト
ー
ン
と
は
、
生

態
学
で
陸
域
と
水
域
、
森
林
と
草
原
な
ど
、

異
な
る
環
境
が
連
続
的
に
推
移
し
て
接

し
て
い
る
場
所
を
指
し
、
移
行
帯
、
推
移

帯
と
も
呼
ば
れ
、
生
物
の
多
様
性
が
高

い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ

ト
ル
は
、
全
人
教
育
と
し
て
の「
立
体

的
総
合
学
園
構
想
」が
60
年
の
歴
史
を

経
て
、
連
続
的
に『
新
立
体
的
総
合
学

園
構
想
』に
結
び
付
き
、
美
保
野
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
、
よ
り
多
様
性
の
高
い
世

界
へ
雄
飛
す
る
姿
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
記
念
誌
は
法
人
と
し
て
は
初

め
て
発
刊
す
る
も
の
で
あ
り
、「
第
二

の
建
学
」と「
地
域
と
の
共
生
」を
掲
げ

て
、
全
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る

の
は「
新
た
な
全
人
教
育
」「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
教
育
」「
多
様
性
と
八
戸
学
院
ら
し

さ
」等
で
す
。

（
中
略
）

　

記
念
誌
の
編
集
を
終
え
た
今
、
私
た
ち

は
、
す
で
に
約
束
さ
れ
て
い
た
と
気
付
か

な
い
ま
ま
、
素
晴
ら
し
い「
邂
逅
」に
向

か
っ
て
歩
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、
今
、
再

び
歩
み
を
進
め
て
い
く
。」と
い
う
思
い

を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　

木
の
葉
の
そ
よ
ぎ
、
雲
の
流
れ
、
風
の

匂
い
、
人
と
の
出
会
い
、
遭
遇
す
る
す
べ

て
の
事
象
は
、
約
束
さ
れ
て
い
る「
邂
逅
」

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
記
念
誌

の
編
集
に
よ
っ
て
確
信
し
ま
し
た
。
編
集

を
進
め
る
に
従
っ
て
、
本
法
人
を
創
立
し

た
初
代
理
事
長
・
中
村
由
太
郎
氏
が
、
階

上
岳
か
ら
眺
め
て
い
た「
夢
の
キ
ャ
ン
パ

ス
」が
、
霧
の
中
か
ら
く
っ
き
り
と
見
え

て
き
た
か
ら
で
す
。
約
束
さ
れ
た
60
年
後

の「
邂
逅
」で
し
た
。（
編
集
後
記
よ
り
）

理事長散策 理事長散策

法 官 新 一
Shinichi Hogan

理 事 長
散 策
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八戸学院ひばり野西高等学校
サッカー部寮 起工式で工事の安全を祈願

　

八
戸
学
院
野
辺
地
西
高
校
は
令
和
９
年
４
月
に

五
戸
町
の
旧
五
戸
高
校
に
移
転
し
、
八
戸
学
院
ひ

ば
り
野
西
高
校
に
名
称
を
変
更
し
て
開
校
す
る
予

定
で
す
。

　

こ
の
開
校
に
合
わ
せ
て
新
築
す
る
サ
ッ
カ
ー
部

寮
の
起
工
式
が
、
令
和
８
年
７
月
３
日（
金
）に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

起
工
式
に
は
、
小
林
副
理
事
長
や
若
宮
五
戸
町

長
、
工
事
関
係
者
ら
15
名
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

小
林
副
理
事
長
は
挨
拶
の
中
で「
生
徒
の
視
点

で
の
工
夫
が
各
所
に
見
ら
れ
、
入
寮
し
た
生
徒
は

満
足
す
る
こ
と
請
け
合
い
だ
と
感
じ
る
」と
述
べ

ま
し
た
。

　

寮
は
木
造
２
階
建
て
で
収
容
人
数
は
92
人
、
完

成
は
来
年
２
月
の
予
定
で
す
。
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